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「人にやさしいまちづくり研究会（大洗町「人にやさしいまちづくり研究会（大洗町「人にやさしいまちづくり研究会（大洗町）））   
 

本格的な高齢社会に向けて 
 
大洗町は、茨城県の太平洋岸のほぼ中央にある人
口約2万人の町です。太平洋に面し、穏やかな気候・
風土の中で、観光と漁業の町として歴史を築いてき
ました。 
 大洗港や、マリンタワー、大洗磯前神社といった自
然に恵まれた名所のほか、最近では、大洗わくわく科
学館や、アクアワールド茨城県大洗水族館など新た
な賑わいの拠点も生まれています。 
しかしその一方で、大洗町は、65歳以上の老齢人
口比率が、全国平均を上回り21パーセントを超え、
核家族化も進行しています。 
また、夏以外のシーズンに大洗町を訪れる宿泊観
光客の40％以上が61歳以上の高齢者であるという
データもあり、観光客の減少も課題になってきてお
ります。 
このような状況のもと、大洗町ではまちづくりを
バリアフリーの観点から進め、地域の活性化と観光
振興に役立てるとともに、快適な生活環境整備を図
るため、平成13年9月に「人にやさしいまちづくり研
究会」を設置しました。 
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つどえ～る！ 

環境点検とワークショップ 
 
 「人にやさしいまちづくり研究会」は、茨城大学地
域総合研究所 斎藤 義則教授を委員長に、商店街部
会と旅館街部会に分かれ、活動を続けてきました。 
平成13年9月17日には地元の商店経営者や旅館関
係者等による部会委員と茨城大学地域総合研究所の
スタッフが一緒にまちを歩いてバリアフリーの環境
点検を行いました。 
環境点検では「道路の両わきに車や物がおかれてい
る」、「道路と建物に段差がある」、「車椅子が通行
しにくい」等の問題点が挙げられました。 
それらを踏まえて旅館街ワークショップでは、①ご
み収集、②地区内公共駐車場、③路上駐車、④看板・
商品などの歩道への放置と客の呼び込み、⑤高齢者・
障害者に対するイベント、⑥神社の活用、⑦海岸遊歩
道の修復・活用、⑧景観、⑨PR、⑩案内及びホスピタ
リティの向上の10分野について話し合いが行われま
した。 

真剣な議論が交わされる部会の様子 

ワークショップの模様ー 
 アクションプランカードを選択しながらまちの具体的なシナリオづくりを検討してゆく 
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 また、商店街部会では①歩行者空間確保、②障害
者・高齢者との交流、③商店街のにぎわい回復の3分
野について、課題の整理と意見交換がなされました。 
 この研究会の大きな特色は、住民と行政、それから
専門機関として茨城大学の地域総合研究所・都市計
画研究室が入り、部会のメンバーによる徹底した
ワークショップ形式をとっていることです。 
 課題の整理からあるべき目標、それに向けての解
決策の検討まで、すべてが行政にあらかじめ用意さ
れているシナリオに沿ってではなく部会メンバーの
話し合いの中で進められます。 
例えば、商店街部会では障害者・高齢者・子供に対
してやさしいまちにすることが商店の発展にどのよ
うにつながっていくのかが共通の認識として捉えら
れるようになりました。 

11月27日から30日にかけては「大洗町高齢者生活
実態アンケート調査」を729名の高齢者に対して行
い、生活の形態や関心事、商店街との関わり方を調べ
ました。 

 

真の「人にやさしいまちづくり」の実現に向けて 
 
「人にやさしいまちづくり」とは、歩行者空間の確
保や、段差の解消などハードなバリアフリーと、高齢
者、障害者に対する偏見の除去、心のバリアフリーが
一体となって初めて実現可能なことだと考えていま
す。 
今後も引き続き、関係者がこの研究会を通して、町
の現状と実態に真摯に向き合い、率直な議論をするこ
とで、大洗町ならではの地域資源を活用した誰にも優
しい個性的なまちづくりの実現に取り組んでいきま
す。 
（問い合わせ先：大洗町町長公室 
              ℡ 029-267-5111） 

商店街・旅館街に分かれて環境点検マップが作成された。バリアフ
リーの観点からは歩道の段差や傾斜、電柱や看板による歩行の不自
由、側溝のフタの破損等が指摘された。 
上は「宮下旅館街」のマップ。 


